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第 3回東京開催の総括と講評 
  
 
 
 
吉澤一弥 
講評を少し述べさせていただきます。まずは、
山縣先生のお話しは、学生になったような気分
で、授業を一緒に考えながら聞くような形で、
のめりこむことが出来ました。先生は色んな役
をやられています。死亡事例の委員だったり、
保育指針の作成担当であったり。現場の実践か
らのお話しですので、説得力があって私もすご
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く勉強になりましたし、みなさんもそうお感じ
になったのではないでしょうか。山縣先生には、
帰る間際に 4 月に虐待禁止の法律が発行され
ることに関する世の中の反応などをお聞きし
たのですが、先生は、いろんなコメンテーター
が色んなことを言うかもしれない、虐待や体罰
やしつけという奇妙な線引きが出来てしまっ
ていて、体罰はしてはいけないけど罰則はない
とか、そういうことになるらしいので、その辺
を注意していきたいと私も思っています。いず
れにしてもストップ虐待の活動がピークにな
るのはおそらく、4月のあたりからのような気
がしています。 
後藤課長からはゆるやかさというテーマが
ありまして、私自身もそれを享受しているんで
すね。西先生と世田谷区の本庁にお伺いしたの
ですが、後藤さんとご挨拶してその足で今日の
講演をお願いして、受け入れてもらえるくらい、
まさにこれなんだなって、本当にありがとうご
ざいます。このように緩さが身につかれていら
して、児相もうまく行くと思います。今日課長
からお話しにあった取り組みですが、そういう
先進的な取り組み１つひとつが素晴らしいと
思いました。特に保育ネットとか、さまざまな
タイプの保育園を地域ごとにまとまっていく
というやり方もありましたし、素晴らしいなと
思いました。そういう総括的なシステムの中で
虐待予防に関しても展開していくのかなとい
うことで、機能していくのではと思いました。
後は、楽しさをテーマにされているのも、虐待
はテーマが重いだけにそういうこともすごく
大事だと思います。私は連携のことを突き詰め
て考えていると楽しさや緩やかさよりも、むし
ろ厳しさとか、そっちについ行きがちなんです
けどね、緩やかの中で本当に大事な時のはきち
んと動くことができるような、そんなことがあ
ればいいかなと思って聞いていました。先生方
ありがとうございました。 
 
村上千幸 
ご紹介頂きました、子ども子育て支援センタ
ー連絡協議会、ここネットの事務局長をやって
おります村上と申します。いよいよ検討会議も
詰めになって、山縣先生に来ていただいて、ま
とまったなという感じがします。現場の先生方
とたくさん話をしてきた中で、最後にきりっと
まとまりましたので、これをいい形で皆さんに
還元できることと思います。ちょっと心配して
るのは、体罰がメインに最近はなっていますが、
その他の虐待がないわけではないです。私たち
は体罰を禁止することが大きなテーマではあ
りますが、その前に虐待全体をどう防いでいく
か、行われないように、また保護者の方が加害
者にならないようにする支援を進めていこう
としていますので、あまり体罰の方だけにして
しまうと、体罰と虐待が違う物になってしまう。
体罰を禁止すればいいということだけになっ
てしまうといけないのかなと思います。 
日頃の保育活動、実践が、実は虐待の防止に
なっていますよね。虐待場面での関わりは少な
いかもしれないけど、毎日の送迎のときのお父
さんお母さん方との立ち話とか、お便り帳とか
園だよりとか、保護者会だったりクラスの参観
だったりといろいろしますよね。毎日毎日の保
育活動が実は虐待防止に繋がっていると思う
んですよね。虐待があったときに保育所がどう
関わったという検証はないかもしれない。また、
日頃の保育が虐待を防止している、貢献してい
るという検証はないんですよね。ないけども、
私たちが保育をする中で虐待防止に繋がって
いるのだというところから、原点から始まって
いいのかなという気がします。私たちは今の仕
事をしっかりと自信をもって、それが実は様々
なことに繋がっていることを感じて保育の質
を高めていければと思います。1番、その前に
支援者側の想定外のことってありましたが、子
どもたちの育ちが保障されているのか、私たち
がやっている日本の社会の子育てが、虐待にな
っていないのかという視点を持って、俯瞰して
見る必要があると思っています。 
昨年の WHO世界保健機構から、日本の子ども
たちにはもっと遊びをさせなさいという勧告
がありましたね、みなさんご存じの通り。私た
ちが普通にやっていることが、子どもたちにと
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って、外から見ると社会全体が子どもの育ちを
保障しない社会になっているというのは、ひと
つの長い目で見れば虐待的なことになるので
はないだろうかと思います。要するに発達でき
ないだろうと。またいろんな障害の問題の発生
率が高くなっています。昨年の東京都の高校生
の９０数％が近視で、増えている。中学生で７
５％とかですね。さまざまな社会の環境の中で
子どもたちの発達が阻害されているとすれば、
それは誰も分からないけども、いつのまにか子
どもたちが育ちにくい環境になっている。誰の
責任ではないけど、みんなの考えていることで
はないかなと思っています。それから、私たち
の目的は子どもたちがちゃんと育つことです
ので、育っているかどうかきちんと検証しなが
ら、虐待がなければいいだけではなくて、より
積極的に子どもたちをどう育てるかというこ
とのために、虐待をしないということですよね。
虐待をしないことが目的なのではなくて、子ど
もたちが育つことという目的をみんなで確認
しながらですね。育つこと＝虐待がなくなるこ
となんです。虐待をなくすことが目的ではなく
て、子どもを育てることだと思うので、ぜひ長
い長い道ですが、みんなで一緒に頑張っていき
たいと思います。よろしくお願いいたします。 
 
西 智子 
ありがとうございました。私は保育の立場で
虐待や体罰について取り組むとまではいかな
いですが、考える立場にあります。保育の立場
はやはり子どもの育ちをどれだけきちんと見
守ることが出来るのか、それも保育という専門
的な視点でということです。ストップ虐待の一
番の根底にあるものは、村上先生がおっしゃっ
ていた言葉に通じていると思うのですが、子ど
もの言葉を代弁できる保育専門職の存在だと
思います。子どもの思いを保護者に伝えながら、
保護者が育っていくのを見守る。保護者が社会
に自立していくことを常に念頭に置いて、子ど
もと保護者に向き合っていくこと、それがスト
ップ虐待の土台を作っていくのだろうと考え
ています。また、「困った子」と言わない、「困
った親と言わない」という視点で、山縣先生が
ストレングス視点を強調して話してくださっ
ていましたが、そのような視点を持って、親子
に寄り添う支援をしていくことがストップ虐
待の土台作りになるのだろうと思います。 
支援とは特別なことではなく、日々の保育を
大切に親子にかかわっていくこと、村上先生に
後ろから背中を押された気持ちになりました。
そこをやっていけたら…と、保育者・保育学を
学ぶものとして重要な仕事なのだと改めて感
じました。世田谷区の後藤課長からは、行政も
「保育の質」を常に念頭に置くという視点で保
護者と子どもの育ちを見てくれているという、
（世田谷区内の保育園数を考えますと現実は
厳しいところもあるのだろうなと思いました
けども）心強さを感じました。親子が育ってい
くためには、保育の質も含め、きちんと向き合
う姿勢を地域につくっていかないといけない
だろうと思います。そのために行政指導という
のはある時期必要ですが、地域を変えていく底
辺を作るのはやはり育っていく子どもなんで
すね。だからこそ子どもたちを育てていくこと
が保育者の地域支援になると思うのです。 
吉澤先生がいつも、日本に 20 年で体罰がな
い文化を作れるかねえって、スウェーデンは
40 年かかったけれど…とおっしゃっていまし
たけど。体罰がないという問題だけではなくて、
体罰をしなくていいしつけ自体をみんながサ
ポートできるような地域づくりをしていくこ
とが必要でしょう。行政が最初に体罰なきしつ
けの文化を主導しつつ、そこで育った子どもた
ちが「しつけ」って、時にはたいたり叱ったり
してしまうけれども、それを「悪いことしちゃ
ったね」って、お互いが支えられるような関係
性が作れたらいいのかなと思います。私は先が
あまりないので、若い先生方にすごく期待をし
て、この会を終わりたいと思います。今日は先
生方、本当にありがとうございました。 
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